






















問題番号� 目標分類� 問題番号� 目標分類� 問題番号� 目標分類� 問題番号� 目標分類�
問題１� 知識処理� 問題４� 考え応用� 問題８の１�知識理解� 問題１０� 知識理解�
問題２� 表現処理� 問題５� 考え応用� 問題８の２�知識理解� 問題１１� 表現処理�
問題３の１�知識理解� 問題６� 知識理解� 問題８の３�考え応用� 問題１２� 考え応用�
問題３の２�表現処理� 問題７� 表現処理� 問題９� 考え応用� � �
問題番号�平均正答率�問題番号�平均正答率�問題番号�平均正答率�問題番号�平均正答率�
問題１� 84.61 問題４� 32.15 問題８（1）� 54.66 問題１０� 85.50
問題２� 84.53 問題５� 43.42 問題８（2）� 37.60 問題１１� 63.35
問題３（1）� 73.28 問題６� 62.94 問題８（3）� 65.14 問題１２� 71.39























学級規模� 学級数� 平均値�標準偏差�標準誤差� 最小値� 最大値�
20人以下学級� 41 10.11 1.37 0.214 7.31 13.18
21－25人学級� 36 9.29 1.16 0.193 7.05 12.13
26－30人学級� 26 9.66 1.06 0.208 8.19 11.65
31－35人学級� 32 9.71 1.20 0.212 7.48 12.32
36－40人学級� 21 9.77 1.08 0.235 7.72 11.67
合計� 156 9.72 1.22 0.098 7.05 13.18
学級規模� 学級数� 平均値�標準偏差�標準誤差� 最小値� 最大値�
20人以下学級� 41 4.13 0.49 0.077 2.94 5.00
21－25人学級� 36 3.86 0.51 0.084 2.81 5.04
26－30人学級� 26 3.97 0.37 0.073 3.38 4.73
31－35人学級� 32 4.04 0.43 0.075 3.39 5.03
36－40人学級� 21 3.96 0.44 0.097 3.09 4.81






















学級規模� 学級数� 平均値�標準偏差�標準誤差� 最小値� 最大値�
20人以下学級� 41 2.91 0.51 0.080 1.86 3.91
21－25人学級� 36 2.70 0.47 0.078 1.86 3.92
26－30人学級� 26 2.74 0.44 0.085 2.04 3.59
31－35人学級� 32 2.72 0.48 0.086 1.87 3.68
36－40人学級� 21 2.82 0.41 0.090 2.17 3.86
合計� 156 2.78 0.47 0.038 1.86 3.92
学級規模� 学級数� 平均値�標準偏差�標準誤差� 最小値� 最大値�
20人以下学級� 41 3.06 0.54 0.084 2.20 4.57
21－25人学級� 36 2.74 0.34 0.056 2.00 3.43
26－30人学級� 26 2.95 0.40 0.078 2.38 3.78
31－35人学級� 32 2.95 0.44 0.077 2.23 4.24
36－40人学級� 21 2.98 0.44 0.096 2.18 3.92
合計� 156 2.93 0.45 0.036 2.00 4.57
図４－１－１　算数全体の学級平均値と実際の学級人数による散布図
図に見られるように、相関が見られない散らばりとなっている。算数全体の学級平均値と実際の



































問題番号� 目標分類� 問題番号� 目標分類� 問題番号� 目標分類� 問題番号� 目標分類�
問１の１� 知識理解� 問３相似� 知識理解� 問６の１� 知識理解� 問９� 考え応用�
問１の２� 知識理解� 問３条件� 知識理解� 問６の２� 知識理解� 問１０� 考え応用�
問１の３� 知識理解� 問４� 知識理解� 問７� 表現処理� � �
問２の１� 表現処理� 問５の１� 知識理解� 問８の１� 考え応用� � �
問２の２� 表現処理� 問５の２� 表現処理� 問８の２� 考え応用� � �
問題番号� 目標分類� 問題番号� 目標分類� 問題番号� 目標分類� 問題番号� 目標分類�
問１の１� 知識理解� 問２の２� 表現処理� 問５の２� 表現処理� 問８の１� 考え応用�
問１の２� 知識理解� 問３� 知識理解� 問６の１� 知識理解� 問８の２� 考え応用�
問１の３� 知識理解� 問４� 知識理解� 問６の２� 知識理解� 問９� 考え応用�
問２の１� 表現処理� 問５の１� 知識理解� 問７� 表現処理� 問１０� 考え応用�
問題番号� 正答率� 問題番号� 正答率� 問題番号� 正答率� 問題番号� 正答率�
問１の１� 81.41 問３相似� 56.21 問６の１� 64.00 問９� 24.31
問１の２� 76.01 問３条件� 57.16 問６の２� 42.11 問１０� 73.24
問１の３� 76.78 問４� 37.12 問７� 68.34 平均� 57.50
問２の１� 49.16 問５の１� 51.79 問８の１� 24.85 � �
























問題番号� 正答率� 問題番号� 正答率� 問題番号� 正答率� 問題番号� 正答率�
問１の１� 82.37 問２の２� 76.98 問５の２� 55.76 問８の１� 20.50
問１の２� 71.94 問３� 67.27 問６の１� 59.35 問８の２� 59.35
問１の３� 74.10 問４� 35.25 問６の２� 41.01 問９� 26.62
問２の１� 54.68 問５の１� 61.51 問７� 60.43 問１０� 67.99
平均� 57.19
学級規模� 学級数� 平均値�標準偏差�標準誤差� 最小値� 最大値�
20人以下学級� 33 10.76 1.84 0.320 6.57 14.75
21－25人学級� 31 10.60 1.19 0.214 7.33 12.73
26－30人学級� 26 9.88 1.25 0.246 8.41 12.60
31－35人学級� 24 10.29 1.24 0.253 8.04 13.37
36－40人学級� 29 10.03 1.43 0.266 6.26 13.35



















学級規模� 学級数� 平均値�標準偏差�標準誤差� 最小値� 最大値�
20人以下学級� 33 6.01 1.20 0.208 1.57 8.00
21－25人学級� 31 5.78 0.73 0.131 3.71 6.68
26－30人学級� 26 5.34 0.66 0.130 4.46 7.24
31－35人学級� 24 5.69 0.79 0.162 3.97 7.60
36－40人学級� 29 5.60 0.82 0.153 3.57 7.24
合計� 143 5.70 0.89 0.075 1.57 8.00
学級規模� 学級数� 平均値�標準偏差�標準誤差� 最小値� 最大値�
20人以下学級� 33 2.65 0.62 0.108 0.50 3.75
21－25人学級� 31 2.69 0.35 0.063 1.67 3.45
26－30人学級� 26 2.57 0.40 0.079 2.00 3.27
31－35人学級� 24 2.60 0.27 0.055 2.13 3.20
36－40人学級� 29 2.51 0.39 0.072 1.43 3.19
合計� 143 2.61 0.43 0.036 0.50 3.75
学級規模� 学級数� 平均値�標準偏差�標準誤差� 最小値� 最大値�
20人以下学級� 33 2.01 0.45 0.078 1.33 3.21
21－25人学級� 31 2.07 0.34 0.061 1.62 2.73
26－30人学級� 26 1.91 0.35 0.069 1.43 2.81
31－35人学級� 24 1.93 0.28 0.058 1.48 2.57
36－40人学級� 29 1.89 0.37 0.068 1.21 2.92
合計� 143 1.97 0.37 0.031 1.21 3.21
69
第４章　算数・数学の学力調査結果
（３）学級平均値の学級人数別の散布図
数学合計の学級平均値について、実際の学級人数をもとに作成した散布図を図４－２－１に示す。
図４－２－１　数学合計の学級平均値と実際の学級人数による散布図
図に見られるように、算数合計と同じように、相関が見られない散らばりとなっている。数学合
計の学級平均点と実際の学級人数との間には明確な関係は見られない。回帰直線を算出したところ、
y=－0.026x＋ 11.01となった。非常に弱い形であるが、数学合計の学級平均値と実際の学級人数の
間には、人数が増えると学級平均値が低くなるような近似式となった。算数合計と同じように例え
て言うならば、100点満点に換算して、人数が10人増えると約1.6点の下降が見られる程度の関係で
しかない。
４－３　考察
小学校の算数問題ならびに中学校の数学問題についての結果を見ると、分散分析の結果からは、
共通して学級規模に関するグループ間による全体ならびに各目標分類の得点に関する傾向に関し
て、ほとんど有意差は見られないことがわかった。唯一、有意差が見られたのは算数問題の「考え
応用」であった。また、多くの項目において、「20人以下の学級」が最も高い得点であったが、学
級規模に関するグループ間の直接比較ではほとんどのケースで「21－25人学級」とのみ有意差が見
られ、その他のグループとは有意差が見られない場合が多かった。
このような結果から、算数問題と数学問題を通じて、学級規模により学習後の内容の得点が影響
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されるという立場は、今回の調査では支持されなかったと言える。
また、実際の学級人数と学級平均値の散布図と回帰直線の算出においても、算数問題と数学問題
の結果はほとんど同様なものであった。両方の結果とも、散布図はほとんど相関が見られないよう
な散らばりとなっている。さらに、回帰直線の傾きもそれぞれ約0.01、0.03であり、ほんの僅かに
右下がりの直線となるが、ほとんど実際の学級人数と算数問題と数学問題との間には関係が見られ
ないことを示唆している。
このような結果から見ると、やはり、学級人数（学級規模）による学習後の内容の得点が影響さ
れるという立場は、今回の調査からは支持されなかったと言える。
前回の教師の指導法の調査において、学級人数により指導法に大きな差が見られなかったことを
考えると、この結果はある意味で一貫した結果となっている。米国における調査では、学級人数に
よる成績の差が報告される場合があるが、これは実際には指導法などの差を反映しているのかもし
れない。すなわち、米国では少人数と大人数では取られる指導法の種類に違いがあり、それが成績
に反映しているのではないだろうか。もし米国において指導法を固定して分析すると、あまり違い
が生じていないのかもしれない。日本についての前回の結果のように指導法に差があまりない場合
には、学級規模による成績の差が生じないのかもしれない。これまでの研究は学級規模と成績の間
の相関を直接的に調べることに焦点を当てており、そこでどのような指導法が取られているのかと
いうこととの関係を取り上げてこなかった。今回の一連の研究は、そのことに着目する必要性を示
唆していると言えよう。
